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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第１四半期連結
累計期間

第40期
第１四半期連結
累計期間

第39期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 4,294 4,357 16,833

経常利益（百万円） 373 586 1,523

四半期（当期）純利益（百万円） 214 318 926

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
242 364 878

純資産額（百万円） 12,469 13,325 13,035

総資産額（百万円） 18,870 19,623 18,856

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
21.44 31.83 92.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 64.9 66.6 67.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第39期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

曽田香料株式会社(E01043)

四半期報告書

 2/19



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による急激な落ち込みから、サプライ

チェーンの復旧による生産活動の回復により持ち直しつつあります。一方、国内電力の供給制限、欧米の債務問題

等世界的な経済の減速懸念や円高の継続等、経済環境の先行きは依然不透明な状況にあります。 

　国内香料業界におきましても、消費者の低価格志向を背景とした製品価格の低下、主要購買層である若年層の減

少等社会的環境に加え、震災の影響によるユーザーの生産品目の絞り込み等の影響もあり国内市場は厳しい状況

にあります。 

  このような状況下、当社グループは収益改善に努め、生産・販売・研究・開発が一体となって、製品開発におけ

る顧客ニーズへの対応力を強化するとともに、夏場の電力供給制限に向けた生産・販売対応を行ってまいりまし

た。

  この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、調合香料事業の製品売上高と海外事業の売上高の増加

により4,357百万円（前年同期比1.5％増）となりました。利益につきましては、製品売上高の増加と夏期節電対策

としての備蓄生産増等によるコストダウンにより、営業利益は585百万円（同54.5％増）、経常利益は586百万円

（同56.9％増）、四半期純利益も318百万円（同48.5％増）となりました。なお東日本大震災による災害損失を特

別損失に18百万円計上しております。

　主要なセグメントの売上高は、国内事業のうち、フレグランスとフレーバーの調合香料事業の売上高は、夏期節電

対策の前倒し受注もあり、フレグランスのシャンプー用やフレーバーのコーヒー、清涼飲料用の製品売上高が増加

しましたが、取扱い商品が減少したため、調合香料事業全体では前年同期比0.5％増の2,167百万円にとどまりまし

た。合成香料・ケミカル事業は、ケミカル製品は売上を伸ばしましたが、輸出が中心の合成香料の売上高が減少し

たため、前年同期比1.5％減の1,343百万円となりました。また、中国を中心とする海外事業は前年同期比6.8％増の

489百万円となりました。　

　　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、237百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,400,000

計 34,400,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,000,000 10,000,000

 大阪証券取引所

 ＪＡＳＤＡＱ市場

 （スタンダード）　

単元株式数

100株　

計 10,000,000 10,000,000 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。  

　

　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 10,000 － 1,490 － 1,456

　

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　3,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,995,900 99,959 －

単元未満株式 普通株式　　  　600 － －

発行済株式総数 10,000,000 － －

総株主の議決権 － 99,959 －

　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

曽田香料株式会社
東京都中央区日本橋

本町四丁目15番９号
3,500 － 3,500 0.03

計 － 3,500 － 3,500 0.03
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

（1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。）に基づいて作成しております。

　

（2）当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりま

したが、当第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結累計期間より百万円単位をもって記載することに変更

しました。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,956 4,765

受取手形及び売掛金 4,127 4,744

商品及び製品 1,224 1,338

仕掛品 1,058 1,264

原材料及び貯蔵品 1,175 1,342

その他 406 383

貸倒引当金 △9 △15

流動資産合計 12,938 13,822

固定資産

有形固定資産 4,428 4,322

無形固定資産 ※
 99

※
 91

投資その他の資産

投資その他の資産 1,390 1,388

貸倒引当金 － △1

投資その他の資産合計 1,390 1,386

固定資産合計 5,918 5,800

資産合計 18,856 19,623

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,890 2,392

短期借入金 500 467

未払法人税等 407 258

賞与引当金 391 198

役員賞与引当金 11 3

災害損失引当金 31 42

その他 563 928

流動負債合計 3,795 4,290

固定負債

退職給付引当金 1,794 1,771

役員退職慰労引当金 126 133

その他 104 102

固定負債合計 2,024 2,007

負債合計 5,820 6,298
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,490 1,490

資本剰余金 1,456 1,456

利益剰余金 9,922 10,170

自己株式 △2 △2

株主資本合計 12,867 13,115

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 70 77

繰延ヘッジ損益 0 △0

為替換算調整勘定 △129 △115

その他の包括利益累計額合計 △59 △37

少数株主持分 227 247

純資産合計 13,035 13,325

負債純資産合計 18,856 19,623
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 4,294 4,357

売上原価 2,939 2,813

売上総利益 1,354 1,544

販売費及び一般管理費 975 958

営業利益 378 585

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 9 4

為替差益 1 8

その他 4 1

営業外収益合計 16 16

営業外費用

支払利息 1 0

休止固定資産減価償却費 19 14

その他 1 0

営業外費用合計 22 15

経常利益 373 586

特別損失

固定資産除却損 2 7

災害による損失 － 18

特別損失合計 2 25

税金等調整前四半期純利益 371 560

法人税等 137 223

少数株主損益調整前四半期純利益 233 336

少数株主利益 19 18

四半期純利益 214 318
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 233 336

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8 6

繰延ヘッジ損益 1 △0

為替換算調整勘定 14 21

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

その他の包括利益合計 8 27

四半期包括利益 242 364

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 218 339

少数株主に係る四半期包括利益 24 24
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　該当事項はありません。　

　

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（表示方法の変更）

　従来、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「為替差益」は、当第１四半期連結累計期間では営業外

収益の100分の20を超えたため、区分掲記しております。

　この表示方法の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、営業外収益の

「その他」に表示しておりました5百万円は、「為替差益」1百万円、「その他」4百万円として組み替えております。

　

　

　　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

 税金費用の計算 　税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。

　

　

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　※ 無形固定資産に含まれているのれんの金額は、次のとおりであります。

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

44百万円 40百万円

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平

成23年４月１日　至平成23年６月30日）

　　　　該当事項はありません。　

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。 

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 148百万円 132百万円

のれんの償却額 4 4
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

配当に関する事項

 １．配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 59 ６  平成22年３月31日 平成22年６月24日利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末後

となるもの

　  該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

配当に関する事項

１．配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 69 ７  平成23年３月31日 平成23年６月24日利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末後

となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

調合香料
事業　

合成香料・
ケミカル
事業

海外事業 計

売上高         

外部顧客への

売上高
2,156 1,364 458 3,979 314 4,294 － 4,294

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

188 142 1 332 15 347 △347 －

計 2,345 1,507 460 4,312 329 4,642△347 4,294

セグメント利益 300 92 75 468 24 493 △114 378

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内子会社の事業等を含んで

おります。

　　 ２．セグメント利益の調整額△114百万円には、のれんの償却額△4百万円、棚卸資産の調整額△110百万円及び

その他の調整0百万円が含まれております。

　　 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

調合香料
事業　

合成香料・
ケミカル
事業

海外事業 計

売上高         

外部顧客への

売上高
2,167 1,343 489 4,001 356 4,357 － 4,357

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

211 184 19 414 17 431 △431 －

計 2,378 1,527 508 4,415 373 4,789△431 4,357

セグメント利益 385 172 86 644 33 677 △92 585

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内子会社の事業等を含んで

おります。

　　 ２．セグメント利益の調整額△92百万円には、のれんの償却額△4百万円、棚卸資産の調整額△91百万円及びセ

グメント間取引消去等3百万円が含まれております。

　　 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 21円44銭 31円83銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 214 318

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 214 318

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,996 9,996

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月２日

曽田香料株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原　　一浩　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　　聡　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている曽田香料株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、曽田香料株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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